
※本実験は、内閣府戦略イノベーション創造プログラム（SIP）第2期で進める「地方部における

自動運転による移動サービス実用化に向けた環境整備」の一環として実施するものです。

お 知 ら せ

〈同時資料提供先〉合同庁舎記者クラブ、島根県政記者会
広島県政記者クラブ、中国地方建設記者クラブ

〇 国土交通省では、内閣府SIPの枠組みの中で、高齢化が進行する中山間地域における

人流・物流の確保のため、「道の駅」等を拠点とした自動運転サービス社会実装の実現

を目指し、平成２９年度より実証実験を実施しています。

〇 島根県飯石郡飯南町の道の駅「赤来高原」においては、平成２９年１１月１１日から
１７日までの短期間（７日間）の自動運転サービスの実証実験を実施し、走行環境や
社会的受容性、地域への効果などについて検証を行ったところです。

○ 同町では、自動運転サービスの本格導入により、地域における将来的な高齢者等の移動

手段の確保や外出機会の創出、それに伴う健康増進などを期待しているところです。

〇 今般、自動運転に対応した道路空間等の整備、地域の実情に応じた運行管理システム

やビジネスモデルの構築に向け、長期間（４０日間）の実証実験を行うこととしました

ので、お知らせします。

１．実験期間 ： 令和２年９月１日（火）～１０月１０日（土）（４０日間）

２．実験ルート： ①赤名宿ルート （約２．７ｋｍ）

道の駅「赤来高原」～赤名地区民家連担地

②リンゴ園ルート（約１．５ｋｍ）

道の駅「赤来高原」～観光リンゴ園

問い合わせ先

令和２年 ８月２１日

国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所 TEL（０８５２）２６－２１３１（代表）

副所長（改築） 竹江 仁 （たけえ ひとし） （内２０4）

【担当】計画課長 木本 英哲（きもと ひであき）（内２６１）

飯南町役場 TEL（０８５４）７６－２８６４（代表）

地域振興課長 長島 淳二（ながしま じゅんじ）

国土交通省 中国地方整備局 道路部交通対策課 TEL（０８２）２２１－９２３１（代表）

交通対策課長 山口 克己（やまぐち かつみ）（内４５１１）

交通対策課長補佐 小田 嘉幸（おだ よしゆき） （内４５１７）

【広報担当窓口】 広報広聴対策官 加藤 浩士（かとう こうじ） （内２１１７）

企画部 環境調整官 後藤 寿久（ごとう としひさ）（内３１１４）

中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス

道の駅「赤来高原」を拠点とした自動運転サービスの

長期実証実験を９月１日（火）から開始します

あ か ぎ こ う げ ん

同時発表・内閣府

いい し ぐん いいなんちょう

あか な じゅく

あ か ぎ こ う げ ん



観光
リンゴ園 出典：地理院地図
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加⼯施設（miel）
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【島根県】

⾚来⾼原

飯南町役場
⾚名公⺠館

⾚名駅

⾚来観光ボタン園

Aコープ⾚名店

萌美野
憩いの郷⾐掛⾚名保育所下市会館満福亭

つだストアー

井上治療院
美容院 銀⾏

吉川吉盛堂⾚名酒造

薬局

郵便局

中市上⾃治会

福島邸

⾚名⼩学校

赤名宿ルート約2.7km／周

リンゴ園ルート
約1.5km/周

100m 200m0

【⾛⾏ルート】
⾚名宿ルート
リンゴ園ルート

・⾚名宿ルート 約2.7km
・リンゴ園ルート 約1.5km

合計 約4.2km

【島根県】

広島県

道の駅「赤来高原」を拠点とした長期実証実験ルート

・赤名宿ルート約2.7km、リンゴ園ルート約1.5kmの２ルートでの運行を計画

2

国道での専⽤空間
（構造的分離）

約80m

⾚名農林会館

ぼたんの郷

※ルートは一部簡略化しています
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項⽬ 主な検証項⽬

技
術
⾯

⾛⾏空間
の確保

○中⼭間地域の特性を活かした⾛⾏空間の確保⽅策
・路⾞連携技術（電磁誘導線）に対する技術的検証
⇒⾚名市街地の狭⼩区間、飯南町役場の急こう配、⾒通しの悪い箇所
・混在交通対応⽅法
⇒⾃動運転⾛⾏路の明⽰、注意喚起の案内板（看板、LED表⽰版、回転灯等）の設置
・地域住⺠の対応変化（意識変化）
⇒すれ違い時の譲り合い、路上駐停⾞の緩和 ・専⽤の⾛⾏空間確保（構造的分離）

運⾏管理
システム

○運⾏管理センターの設置
・⾚名農林会館に管理センターを設置し、リアルタイムでの監視等の検証 ・運⾏モニタリングシステムの実⽤性の確認
・スマホや電話等による予約システムの利便性

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
⾯

事業実施
体制

○将来の運営体制を想定した実験実施
・飯南町・飯南町観光協会と連携し、事業の実現性や役割分担
・地域のボランティア参加など地域の協⼒体制
（乗務員、運⾏管理センターのオペレータ等を地域が担うことを想定し調整、運営コスト低減に向けた検討）

多様な
連携⽅策

○⾼齢者、地域住⺠の利便性の向上、外出機会の増加
・⼈家が連担する「⾚名宿ルート」の住⺠が、役場での⾏政⼿続き、郵便局や銀⾏での⾦融サービス利⽤のための利⽤が⾒込まれる
・さらに、道の駅、地元スーパーや商店等での買い物に活⽤、また、福島邸（コミュニティ施設）での地域活動の向上
○既存の公共交通との連携による移動の利便性向上
・路線バスとの乗り継ぎ等による地域公共交通としての相互の利活⽤促進⽅策などを検討
○観光振興
・秋季の観光期における観光来訪者の送迎など観光協会・地元観光リンゴ園等と連携し、⾃動運転⾞両の活⽤⽅策を検討
○貨客混載の実⽤性
・リンゴ園や加⼯施設（miel）から道の駅やぼたんの郷（直売所）への配送の実⽤性を検証

事業
採算性

○事業としての採算性・持続可能性（サービスの実現性）
・将来需要やコスト等の推定・⽐較分析のため、実験実績から実装に要する⼈件費、インフラ費、⾞両費等や⾃家⽤有償旅客運送、
少量貨物運送等の需要や収益などの収⽀について検証（外部収益等をどのように確保するか地元関係者らへのヒアリングも実施）
・利⽤者の⽀払い（多様な料⾦体系に対する意向）や利⽤ニーズ等をアンケート・ヒアリング調査により検証
・多様な料⾦体系として定額料⾦、定期料⾦、回数券を⽤意し、利⽤者ニーズを把握。

自動運転サービス実証実験 主な検証項目（赤来高原）



・道の駅「赤来高原」に予約受付カウンターを、赤名農林会館に運行管理センターを設置し、運行状況のモニタリングや予約管理を実施

・利用者は、スマホや電話等を通じて乗車を申し込み

・将来的な運用を見据え、地域住民の皆様に乗務員・オペレータ等の役割をご協力いただく

・自動運転車両には、定額券、定期券、回数券をいずれかを購入いただき、乗車

運行管理センター
（赤名農林会館） 自動運転車両 利用者

オペレーター

車両位置確認

車内モニタリング

走行位置:赤名駅

モニタリング

乗務員
・地元ボランティア等
・ハンドル等は操作せず、
運行を監視（緊急時は
運転操作に介入）

リアルタイム情報

乗車・支払い
[利用者登録]
［乗車券購入］

・GPSによる
位置情報

予約利用

予約申し込みシステム

乗車停留所

降車停留所

希望日時

乗車人数

ＩＤ

道の駅赤来高原

町営バス車庫

9/30  14:00

1 人

○○○○

運行時間の連絡

乗車申し込み（乗車の１時間前 ※第１便は前日17時まで）

スマートフォン、タブレット、
ＰＣ等
電話でも申し込み可
AIスピーカー（道の駅等）

4

道の駅に設置

自動運転サービスの運行管理システム（赤来高原）



赤名駅
（町営バス等の乗換拠点）

ｘ

ｘ

地域住民

高齢者等
（主に赤名地区）

地域住民
サポーター

「
飯
南
町
・
飯
南
町
観
光
協
会
」

地域の施設

運
営

主
体

道の駅「赤来高原」・
直売所ぼたんの郷

飯南町役場、福島邸

赤名郵便局、銀行

地元スーパー、商店等

住民
（上赤名・下赤名地区）

（行政手続き、公民館活動）

（食品・日用品・薬の買物）

（金融、年金手続等）

（米、野菜等の買物、各種活動）

送迎

ボランティア
（ドライバー等）

運送料金

地元商店等から
の運送料金

運賃収入

想定される収入
（将来）

観光リンゴ園・
加工施設

地元事業所 リンゴや
パンの輸送

観光客

送迎
送迎

（リンゴ狩り、加工体験）

周辺住民 路
線
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

乗り継ぎ

（買物、商品の
配送・運搬）

※コミュニティ施設
補助金

・赤名地区での高齢者の生活移動を支援し、外出頻度の向上や利用促進等で運賃収入を見込む

・地域事業者との連携によるリンゴやパン等の出荷や、商店等の配送サービス等による事業収入を見込む

・急勾配の高台にある地域の観光拠点「観光リンゴ園・加工施設」への移動手段として利用を促進する

・また、地域住民等のボランティアによるコスト縮減を目的に、地域で育む自動運転サービスに取り組む

乗り継ぎ

お米・お酒
など重たい荷物

観光・地域進行イベントとのタイアップリンゴ狩り入園料と運賃のセット企画券など 5

路
線
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

自動運転サービスの将来のビジネスモデル（案）
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島根県飯石郡飯南町
（道の駅 赤来高原）

いいしぐん いいなんちょう

熊本県葦北郡芦北町
（道の駅 芦北でこぽん）

あしきたぐん あしきたまち

滋賀県東近江市蓼畑町
（道の駅 奥永源寺 渓流の里）

ひがしおうみし たてはたちょう

栃木県栃木市西方町
（道の駅 にしかた）

とちぎし にしかたまち

秋田県北秋田郡上小阿仁村
（道の駅 かみこあに）

きたあきたぐん かみこあにむら
北海道広尾郡大樹町
（道の駅 コスモール大樹）

ひろおぐん たいきちょう

山形県東置賜郡高畠町
（道の駅 たかはた）

ひがしおきたまぐん たかはたまち

茨城県常陸太田市
（道の駅 ひたちおおた 及び

高倉交流センター）

ひたちおおたし
富山県南砺市
（道の駅 たいら）

なんとし

長野県伊那市
（道の駅 南アルプスむら長谷）

いなし

岡山県新見市
（道の駅 鯉が窪）

にいみし

徳島県三好市
（道の駅 にしいや・かずら橋夢舞台）

みよしし

福岡県みやま市
（みやま市役所 山川支所）

新潟県長岡市
（やまこし復興交流館おらたる）

ながおかし

岐阜県郡上市
（道の駅 明宝）

ぐじょうし

愛知県豊田市
（道の駅 どんぐりの里いなぶ）

とよたし

滋賀県大津市
（道の駅 妹子の郷）

おおつし

山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

うべし

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１１/２～１２/２１
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１１/５～１１/２９
使用車両： 先進モビリティ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１２/９～Ｈ３１.２/８
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３１.１/２７～３/１５
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.６/２３～Ｒ１.７/２１
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.５/２１～Ｒ１.６/２１
使用車両： 先進モビリティ

Ｈ３０年度～ ： ７箇所

Ｈ２９～３０年度：１８箇所

（短期の実証実験）

（長期の実証実験）

（社会実装）

Ｒ元年度～ ： １箇所

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.１１/１５～１２/２０
使用車両： ヤマハ

令和２年８月時点
【本格導入】R１．11/30～

（参考）中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス 実証実験箇所

【長期の実証実験予定（※今回）】
実施期間： Ｒ２.９/１～Ｒ２.１０/１０
使用車両： ヤマハ



バスタイプ 乗用車タイプ

①株式会社ディー・エヌ・エー ③ヤマハ発動機株式会社

②先進モビリティ株式会社 ④アイサンテクノロジー株式会社

「車両自律型」技術

GPS、IMUにより自車位置を
特定し、規定のルートを走行
（点群データを事前取得）

定員： 6人（着席）
（立席含め10名程度）

速度： 10km/h程度
（最大：40km/h）

「路車連携型」技術

埋設された電磁誘導線からの
磁力を感知して、既定ルート
を走行

定員： ６人

速度： 自動時 ～12km/h 程度
手動時 20 km/h未満

「路車連携型」技術

GPSと磁気マーカ及びジャイ
ロセンサにより自車位置を特
定して、既定のルートを走行

定員： 20人

速度： 35 km/h 程度
（最大40 km/h）

「車両自律型」技術

事前に作製した高精度３次元
地図を用い、LｉDAR（光を用
いたレーダー）で周囲を検知
しながら規定ルートを走行

定員： 4人（乗客2人）

速度： 40km/h 程度
（最大50 km/h）

GPS ：Global Positioning System，全地球測位システム IMU ： Inertial Measurement Unit，慣性計測装置
※速度は走行する道路に応じた制限速度に適応

※

※
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・「赤来高原」での長期実証実験においては、③ヤマハ発動機のカートタイプの車両を使用

長期実験で使用する車両

実験車両の紹介

（参考）実験車両


